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1. はじめに
近年，世界中でさまざまな感染症が確認されてい
る．中東ではMERS-CoV（Middle East Respiratory

Syndrome CoronaVirus, 中東呼吸器症候群）が 2012

年 9 月に発生し，現在もなお感染者・死亡者が確認さ
れている．2015 年 5 月には，韓国に飛び火し，初期
対応の遅れから感染拡大が危惧されている．2014年に
は，エボラ出血熱の拡大が起こり，世界中で 1 万人ほ
どが死亡している．このような感染爆発（パンデミッ
ク）は，過去にも SARS（Severe Acute Respiratory

Syndrome, 重症急性呼吸器症候群）や，2009年の新型
インフルエンザ（パンデミック 2009H1N1）などが世
界的に流行し，多くの感染者・死亡者を出している．
感染症拡大を防止するためには，感染が確認された
初期に感染拡大の危険性を予知し，できるだけ事前に
対策を講じることが重要である．
本研究では，拡大予測モデルとして，感染モデルと
して有名な SIRモデル，より一般的な成長曲線モデル
である一般化ロジスティックモデル，その微分方程式
モデル，また，確率過程として扱う非定常ポアソン過
程モデルを採用し，実際の感染症の観測データをもと
に，各モデルの特徴について比較・検証を試みる．

2. データと尤度
感染者のデータは，日・週・月などのある間隔ごと
にまとめて観測されるグループデータである [2]．観測
時間 tj(j = 1, 2, . . . , T )とし，ある時間 tj−1 から次の
観測時間 tj までの間に nj の感染者が発生したとする
と，truncatedモデル [1,2]における観測データの生起
確率は

L(θ|t) =
T∏

j=1

[
F (tj)− F (tj−1)

F (tT )

]nj

となる．ただし，F (t)は時間 tに対する累積分布関数
を表す．
また，観測データはグループデータを持つ非定常ポ

アソン過程と考えると，観測データの生起確率は

L(θ|t) =
T∏

j=1

[∫ tj

tj−1

λ(τj)dτ

]nj

exp

{
−
∫ T

0
λ(u)du

}

となる [3, 4]．ただし，λ(t)は時間 tごとの観測者数を
表す関数である．

3. 結果とまとめ
感染症は出来る限り早期に拡大を予測することが重
要である．本研究ではこれまでに世界で起こった感染
症データに対して，さまざまなモデルで予測を行い，そ
の特徴を検証した．図 1 は韓国の MERS 感染者デー
タに対して，予測を行った結果の一部を示している．
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図 1 韓国におけるMERS感染者数の拡大とその予測
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